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〈プロジェクト報告〉

他大学・学会との連携に基づく

教科指導の研究に関する知識・技法の習得

亘理 陽―ホ

A report on developing knowledge and research methods of subject instruction
in collaboration with othcr universttics and academic societics

Yoichi Watan

要旨

平成 26年度特別経費・学部長裁量経費センター・プロジェクトおよび静岡大学学内FD企画スター トアップ助

成全事業として,信州大学教育学部の酒井研究室および外国語教育メディア学会中部支部・外国語教育基礎研究

部会との合同研究会を企画・実施した。互いの研究室に所属する卒業研究の中間報告・検討を合同で行 うことで,

相互に指導・助言を受け,異なる環境・視点からの刺激をもたらすことに加え,学生・院生に研究者寄りのニ

ア・ロール・モデルを提供することを企図した。質問紙による学生のぶり返りの記述と,前年度のそれとの比較

から,合同研究会・講演会の内容・議論,お よび前後の文献資料の検討・準備の過程で参加学生が得たものを探

り,本取り組みの評価を行つた。

キーワー ド: センター・プロジェクト,合同研究会,英語教育,研究法,教員養成

はじめに

本稿は,標記の平成 26年度特別経費・学部長裁量

経費センター・プロジェクトおよび静岡大学学内 FD
企画スター トアップ助成金事業の報告である。前年度

センター・プロジェクト「他大学との連携に基づく教

科指導力の形成・深化に関するアクション・ リサー

チ」の成果を縦断的に検証し,取り組みを更に深化さ

せることを目的とする。

昨年度の取り組みの成功を受け,今年度も,研究領

域や学生の選択進路に類似点が多い,信州大学教育学

部の酒井英樹教授の協力を仰ぎ,静岡での合同研究会

を実施した。静岡大学亘理ゼミと信州大学酒井ゼミの

卒業研究の中間報告・検討を合同で行 うことで,指
導・助言をもらい,異なる環境・視点からの刺激を相

互にもたらすという基本目的は同じである。間接的に

は,相互交流を通じた英語教員のネットワークづくり

も意図した取り組みである。

今年度は取り組みをさらに次の段階へと進め,教科

指導の研究法の学習をこの合同研究会の場でもたらし

たいと考えた。具体的には,外国語教育メディア学会

中部支部・外国語教育基礎研究部会に講演 。ワーク

ショップを依頼した。同部会は名古屋大学大学院の博

士後期課程・前期課程の院生を中心に運営されており,

両大学の学生・院生に研究者寄りのニア・ ロール・モ

デルを提供することになるだけでなく,講演・ワーク

ショップを通じて実際に一連の研究のプロセスを高い

レベルで体験することができると考えた。

研究会の概要

合同研究会は,酒井英樹教授および酒井研究室所属

学生の協力を得て,2014年 9月 18,19日 に静岡大学

教育学部 (L棟 3ol室 )で実施 した。プログラムは以

下の通 りである。

9月 18日

0 13Ю013:15:全体会

0 13:15‐ 1625:卒業研究中間報告

● 1640‐ 18ЮO:ワ ークショップ (外 国語教育メディ

ア学会中部支部・外国語教育基礎研究部会:川 日

勇作・名古屋大学大学院院生,草薙邦広・同大学

院院生/日 本学術振興会特別研究員,後藤亜希・

同大学院院生,田 村祐・ 同大学院院生,福 田純

也 。同大学院院生/日 本学術振興会特別研究員 )

● 1,00‐ 21Юα 懇親会

9月 19日

● 9:00‐ 12:00: 講演 と質疑

「教科指導研究の専門性 :研究の過程 と手法 J

(酒井英樹教授 )

0 12:00-12:20: 閉会式

亘理研究室からは 4年生 7名 ,3年生 5名 ,修士課

程 1年生 1名 が参カロ・発表 し,酒井研究室は 4年生 2

名,修士課程 1年生 1名 が参カロ・発表 した。中間報告

は,静岡大学教育学部英語教育専修の卒論・修論中間
中静岡大学教育学部
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発表会 と同様の資料を事前に準備・持参 し,15分程

度の報告の後にそれぞれ質疑応答を行つた。全体の進

行は筆者 と酒井教授が行い,中間報告の司会はホス ト

校 として二理研究室の 3年生が務めた。全体会では,

筆者のリー ドのもと,互いの自己紹介も兼ねた英語コ

ミュニケーシヨン活動が行われた。研究会は公開で実

施 し,静岡大学学内 FD企画スター トアップ助成金事

業 として 3年次専門科 目「英語教育 リサーチメンッ

ド」受講者を中心とする学生・院生に向けて事前に案

内をした結果,全体として 29名 の参加を得た。

学生のふ り返 り

このような形での他大学との連携は,彼 らの教科指

導の研究に関する知識・技法の習得にどのような影響

を及ぼしたのだろうか。前年度 と同様,質問紙による

学生のふ り返 りの記述から,合同研究会・講演会の内

容・議論,お よび前後の文献資料の検討・準備の過程

での彼 らの気づきや得たものを探ることにしたい。

2014年 12月 に,あ らためて次の 5つの問いに答え

る形で亘理研究室の参加者に合宿をふ り返ってもらっ

た。(1)の み,昨年度は 「英語の指導に関して」と聞

いていたが,今年度のプロジェク トのねらいに対応 し

て,「英語教育研究および英語の指導に関して」と変

更されている。指定した締切 日までの回収率は 923%

であつた。

(1)今回のゼミ合宿を通じて,英語教育研究および英

語の指導に関してあなたが学んだことは何ですか。

自由に記述 してください。

(2)今回のゼ ミ合宿を通じて見出した, 自分の長所や

今後の課題があれば教えてください。

(3)今回のゼミ合宿を通じて見出した, 自分の長所や

今後の課題があれば教えてください。

“

)静岡大学英語科の学生にとつて,こ の合宿はどう

い う意味があつたと (あ るいは,今後も継続 した

場合, どういう意味があると)思いますか。

(5)自 分の (希望)進路について,いま現在,感じて

いることや考えていることを差し支えのない範囲

で教えて下さい。

(1)の
「合宿を通 じて,英語教育研究・英語の指導

に関して学んだことJについては,昨年度 と同様,全

般的な視野の広がりや,英語教師に求められる知識・

技能,具体的な指導技術・内容についての気づきが挙

げられたが,今年度はさらに,プロジェク トのねらい

通 り,教育実践を研究として捉える視点や研究過程に

関する記述が複数見られた (下線は引用者による。以

下,同様)。

● 特に,名 古屋大学の方々のお話 を開いて , ミニ

チュア版 とはいえ指導法を研究する過程を見るこ

とができ,こ れから自分が研究論文を読んで勉強

したり,将来現場に出たときに自分の指導法を反

省 した りする際に役立つ知識を得ることができま

した。

ワークショップを受け,出会ったことのない授業

展開を経験 し,その授業法を知った。またその活

動一つ一つにどんな意味 。目的をもつて行われて

いたのか,自 分が授業者であった場合 どんな活動

を取 り入れていくかといつた,実践的なことも学

んだ。また想像もつかないような研究テーマに触

れ, 自分の中で新たな選択肢が増えたように感 じ

る。様々な人が様々な方法で研究 していて,これ

から自分が英語教育に対 してどう向き合つていく

のか, どのようなことを学んでいくのかをこの合

宿で学んだ。

今回のゼ ミ合宿を通 じて,英語教育の研究が数多

くなされてお り,それぞれの研究が相互に関係 し

合いながら,ひ とつの英語教育の進展や改善に向

かつている事を学ぶことができました。また,英
語の指導においても,今回の模擬授業のように研

究のデータを十分に生かす授業など,先行研究を

考慮 しながら, さらに新たな考えや方法も取 り入

れていく, さまざまの仕方があることが分かり,

第二言語の学習における英語教育の在 り方につい

て深 く考えることのできる良い機会になりました。

信州大学,ま た,名 古屋大学の院生の方々の発表

を聞いて,「英語教育Jと いつても研究内容は

様々にあり,自 分が知 らないこと,考えたことも

なかつたようなことが研究 として行われているこ

とに気付くことが出来た。

● 英語教育研究をする上で,発表を人に見てもらい

フィー ドバ ツクをもらうことで,よ り研究へのア

イディアや刺激を得ることができることや,他人

の研究発表 とそれに関する意見を開くことで,自

分の関心や興味が広が り,今後の研究へのきつか

けになることを学んだ。

ちの考え方や意見は, 自分の研究 している分野の

文献に書かれていることと同じくらい重要な発見

があるということ。

英語教育研究に関してはあまり見ることのない大

学院生の方々の意見交換の場やワークショップな

どから,幅広い視野を持つことの大切 さを学ぶこ

とができました。特にワークショップでは授業に

おいて生徒たちにどのようなアプローチで英語を

教えるべきか, とい う英語の指導に関する新たな

視点も学ぶことができました。

英語教育と一口に言つても,その方法は一つでは

なく,た とえば電子機器に頼つたものや,文法に

特化 したもの,コ ミュニケーション活動に特化 し

たものなど,個人の色が出るような様々なアプ

つ
乙

０
乙
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を学びました。

とにかく難 しい内容の話を聞き, 自分の感性に刺

激 となるものでした。

● 暗示的フィー ドバックの具体的な例。研究の大ま

かな流れや研究に対する意識の在 り方。

● 日本の英語教育をよくしよ うと多 くの研究者が

日々研究に勤 しんでいることが分かった。また ,

大学院生による模擬授業を体験 させて頂いた中で ,

を知る

ことができた。

●

要だと気付いた:教師 とい う立場を大事にしすぎ

ると,受講者 との間に壁が出来てしま う。学校教

育では,ただ英語を教えればよいとい うわけでは

ない。積極的にコミュニケーシ ョンをとり,授
だろ

り。

● 卒論中間発表のあとに名古屋大学の方が授業をし

てくれました。             をオー

ルイングリッシュでの指導 してくれました。プロ

ジェクターなどを使っていてとてもわか りやす く

参考になりました。今まで何回かその単元の授業

を見てきましたが L蚤勉強になった量業でした。

12)の 「見出した自分の長所や今後の課題」につい

ては,昨年度は主として対人コミュニケーションにか

かわる側面が長所 として,多角的・IL判的思考が課題

として意識 されていたが,今年度は総 じて,英語教育

(研究)に対する知識と経験の不足が自覚されている。

そのこと自体は他大学・学会との連携にまず期待 して

いた ことだが,当 初想像 していた以上に,言わば

「知Jに対する姿勢に感化 される部分が大きかつたこ

とが窺える。

● 英語を学んでいく際に手に入れた知識はすべて英

語教育につながっているとい うことに気が付いた。

読み,書き,間 き,話す。異なったスキルのよう

に見えるが,その中には共通 して求められている

力がある。

● 今回のゼ ミ合宿では,名 古屋大学の院性の方や ,

信州大学の方の学問の研究に対 しての真剣であり,

誠実な姿勢を見せていただき, 自分には学問に対

験がまだまだ不足していると感 じ,今後の課題 と

しては,ま ず, 自塗 Q史 で,なぜ教育を塑ユ必要

き詰めていき,その上で,英語教育に携わろうと

と思います。

● 長所 としては,他人の発表をじっくり聞くことが

できたことです。今回私は 3年生ということで ,

先輩方,他大学の院生の方 と比べると,その知識

量は大きく劣 ります。様々な視点からの研究はど

れをとっても自分にとって刺激 となるもので,少
上でも自分の視野を広げ,知識 として取 り込 もう

と,必死に問くことができたことです。課題 とし

ては,交流の場で積極的に話をすることができな

かつたことです。一番後輩 とい うこともあり,緊
張のためか話 しかけることはあまりできませんで

した。 自分の知識にするためにも,知識の豊富な

しかければよかったと思いました。

今回の合宿で行われた発表会では,先生方や院生

の方々の質問,ア ドバイスの内容を理解すること

ができなかった。論文についての知識,研究法な

とす らできないと実感 した。本格的に自分の研究

が課題である。

自分の長所は人並みまたはそれ以上に英語能力が

あること。今後の課題は約束事を守ること,気づ

きを増やすこと。

自分の課題 として, 自分の研究に対する思いと自

分の行動 とが伴っていないと感 じた。他の方々の

発表を聞いて,ま だまだ知 らないこと,知 らなけ

調べた現状で満足 してしまっている,そ んな自分

ように思 う。

見出した課題のひ とつとして自分の研究分野に関

する統計の方法などの改善′点が具体的にわか りま

した。また上記にもあるとお り,多 くの文献や研

もこ

れからの大きな課題です。学生の うちにも読める

文献は読んでおきたいと感 じました。

自分の今後の課題は, 自分の考えを分か りやす く

相手に伝えることである。そのためには事前にそ

根拠を明確にしておくことが重要だと感 じた。

自分の卒業研究中間報告の発表を通 して,発表の

仕方が自分なりの課題になりました。 自分ではま

と

感 じました。準備不足 といえばそ うかもしれませ

んが発表において求められる能力や工夫について

考える必要があると考えています。 しかし,いた

だいた意見を消化 して自分の研究に生かしながら

さらに進 めるとい う作業は うま くいったように

思っています。報告会に限らず様々な場面で積極

的に相手の専門分野や他の報告に対する意見を交
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換 し学びを深められたことは自分の長所が況れた

部分でした。

● 自分の長所は初対面の人でもす ぐに仲良くなれる

ことです。信州大学の方は去年知 り合いましたが ,

新 しく 4年生の人たちが入 りました。その人たち

ともす ぐに仲良くなることができいろんな意見を

交換することができてよかつたです。また,今後

の課題 としては,卒論の中間発表を通 してほかの

大学の教授の方たちに意見を開けたのでそれ らを

卒論に生かしていくことです。

● 人前で話すこと自体も苦手ですが,プ レゼンが上

手になりたいと思いました。分か りやすいプレゼ

ン資料を作ることももちろんですが,その資料を

有効に活用 して話す技術も身に付けていきたいで

す。また,完璧な発表をすることも大事だとは思

することがこのような場では必要になるのではな

いかと感 じました。

● 研究発表をしてくれた人に,A4-枚 分のフィー

ドバ ックを書き,それぞれに手渡すことで,今後

の参考にしてもらつた。人の意見を得る機会を最

大限に発揮 してもらいたいとい う想いからで,熱
心に取 り組める自分の長所だと感 じた。今回は当

的なア ドバイスがしづ らい部分もあつたが,今後

は自分の興味のある分野に対する知識を増や して

いかなければならないことを課題として感 じる。

(3)の 「信州大学の学生の発表や考え方に接 して感

じたこと」については,お互いの共通点や違いをそれ

ぞれに感 じていることがわかる。昨年度同様,両教員

の指導スタイルや経験,学部・専攻の「伝統Jの違い

を反映 していると考えられるが,特に初めて参力日した

3年生には影響が大きかつたようだ。

● アプローチが亘理ゼ ミの先輩左 とはまた異な り,

とてもいい刺激になりました。特に Ⅲ
"cを

利用

したコミュニケーシ ョン活動については,私も

ICTに興味があるため,興味を持つことができま

した。

● 静大の学生とは違つた視点から英語教育を見つめ

ていて,興味を引かれる点,参考になる点があつ

た。

● 同じ学年の学生なのに,環境が違 うことでこんな

に視点が異なつてくるのか, と感 じた。 しかし同

時に,研究をや らされているのではなく,お互い

んでいるのだな,と い うことも感 じることが出来

た。

● 信州大学の方の発表を開かせていただく中で,素

直に学問への誠実な姿勢を学ばせていただきまし

た。              なども併せて

学べたように思います。また,研究には,幅広い

研究における進歩はなかなか得ることができない

と感 じました。限られた世界の中 (英語)だけで

研究を行 うのではなく,心理学や自然科学など,

一見関係性が見いだせない分野においても関わ り

を持っていくと,新たな発見があることが分か り,

これからは,物事を多角的に見るように心がけて

いきたいと思いました。

酒井先生は, 自分の理論を押 し付けたり,他の人

の意見を根本から否定することはしなかつた。 さ

らに,他大学の学生に自身の知 らないことを聞く

場面もあった。年齢や教師とい う立場に関係なく,

がとても頭

に残っている。

信州大学の学生の発表はパワーポイン ト等を用い

ていたので,これからの発表会等では大いに参考

になりました。研究の内容に関しても自分たちの

研究では見ていない観点のお話であつた り,少 し

似通つていたりして,互いに参考になることが多

かつたように感 じました。加えて,学生のみなさ

んも教員志望の方だつたので,互いにこれからの

ように感

じました。

2名 の学生が発表 して下さつたが 2名 ともパワー

ポイン トを使つた発表をしていた。パワーポイン

ることは,自 分の考えがまとまっていないと難 し

いことなので,事前の準備がしっかりしていると

感 じた。

昨年度もそ うでしたが,静岡大学の学生 と同じよ

うなテーマを設定 している方がいたので,やは り

興味関心に近いものがあるのだと感動 しま した。

また,信州大学の学生の研究は,自 分の経験から

マであると感 じました。現状がどうなっていてど

う改善すべきかを考えている自分に対して,新 し

いことに目を向けているとい う点でとても影響を

受け, 自分の視野を広げる機会となりました。

信州大学の学生の一人に自分 と似たよ うな卒論

テーマの方がいました。実験などの方向性は違 う

けれ どもリスニングの基本の部分は重なつてお り

その方の意見を参考にできたことがよかつたです。

プレゼンの資料が分か りやすかつたです。スライ

ドー枚に含む情報量が多くなりすぎると分かりに

くくなってしまいますが,信州大学の学生の発表

では,見やすい字でスライ ドに表示する情報量は

最低限に設定 してあり,それを日頭で詳 しく説明
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していました。研究の内容に関しては,研究方法

がはつきりしていて分かりやすいと思いました。

● 他大学の学生が どれ くらいの研究段階で,ど う

いったことを研究 しているのかを知るいい機会に

なった。実際に発表を聞いてみると,面白いこと

に着眼 していた り,具体的に研究手法を考えてい

ること等に関心し,いい刺激になつた。また,他
大学間で交流ができ,研究発表を通 して,人 との

つながりを広げることができた。

“

)の
「この合同研究会 (を 継続す ること)の意

味」については,o教 員 (志望者)のネ ッ トワーク

形成,他大学との連携・協力体制に寄与 し得る点のみ

ならず,lb)他 大学の学生 。院生・教員か らと交流 し,

自身の研究についてコメン トをもらう機会がモチベー

ションとなること,(c)前後の準備やフォローアップ

活動 も含めて継続的に行 うことでoや 0)が より良い

ものになることが指摘されている。このような,自 分

のことを超えて組織的な観点で合同研究会を提える視

点が複数挙がつたことは,2年 目の著しい成果である。

● 卒論検討は主に亘理先生との二人で行われている。

ゼ ミの時間で発表・検討を行ってはいるが,全員

がその内容に精通 しているわけではない。多くの

知識を持つた人から,ま た違ったア ドバイスを受

けることができるこの合宿は今後も続けていくベ

きだと思 う。

● 英語は,そ もそもグローバルな視点で考えなけれ

ばいけない分野なので,常に多くの違った視点や

考え方に触れていく必要があると感 じます。その

ような理由から,他大学の研究や実践を知ること

は,新たな視点,グローバルな視点を持つことの

できる点で,意味のある機会,合宿であると思い

ます。

● 学科の中だけで英語ができるできないを競 うので

はなく,周 りにはもつと英語ができる人たちがい

るとい ういい刺激を受けることができたため, と

ても意味のあるものであったと思います。本格的

な英語研究にも触れることができ,少 し視野が広

がったと思います。

● サークルや部活動などで他の大学の学生と交流す

る機会はあっても,研究に関して他の大学の学生

と交流する機会はなかった。だから, 自分が勉強

していることに関して他の同年代の学生がどのよ

うに取 り組み, どのような意見を持つているのか

を知 ることの出来る貴重な機会にな り,本当に良

かつたと思 う。また,多くの研究者に囲まれるこ

とで,研究の大変さや奥深 さを実感すると共に ,

自分 自身これからもつと研究に頑張って取 りdltん

でいきたいとい う気持ちにさせ られた。

● この合宿では,普段の授業ではあまり出会えない

こと(博士課程の大学院生や異なった視点・幅広い

視野の研究などい 多`いと考え,将来教員もしくは

大学院進学を志望する学生にとっては大きな意味

があると考えます。また自分の研究分野に関して

改善点 とどうすべきかといつたア ドバイスもいた

だける貴重な機会であると考えます。

静岡大学英語科の学生にとつて,こ の合宿は良い

刺激を受ける意味があつたと思 う。通常のゼ ミと

同じメンバーだけで合宿を行 うのではなく,今回

のように他の大学で学ぶ学生 と合宿を行 うことで ,

様々な考え方に触れた り, 自分の考えを異なる視

点から見直した りすることができた。

自分から能動的に動かなければ得 られない貴董な

経験ができ,合宿の二 日間自体が学生にとって勉

強になるとても意味のあることだと思います。ま

た,外部の方々との交流によって人lFkゃ英語教育

に対する視野が広がるとい う点で合宿後の学習に

も意味を持つと思つています。

今回の合宿では自分たちの卒論への意見をほかの

大学生や教授の方々が言つてくれることがとても

意味があることだと思ぃます。また,私たち 4年
生だけではなく来年発表する 3年生の人たちも刺

激を受けます。 こうやつて信州大学,名古屋大学

の方たちと交流することでお互い助け合いながら

刺激 されていくと思います。

普段のゼ ミでももちろん,他の人からの意見を開

くことができ,新たな視点を見出すことはできま

す。それが他大学の人 と合宿をすることによつて ,

より視点が広が り,研究を一歩前に進ませること

ができると思います。また,同 じ大学の状況だけ

を見ているとその現状に甘えて しまいますが,他
の大学の方々と交流することで刺激を受けること

ができました。

他大学 と合同である点, さまざまな年代の学生が

いるとい う二点が非常によいと感 じた。普段一緒

に学んでいる学生とは違った視点から物事を考え

た意見や,負 けたくないとい う競争心といった ,

刺激をもらうことができる。また教授や院生の幅

広い知識や経験からのア ドバイスも,も つと良い

研究にしようと思える有効な動機づけになると思

う。また合宿を一つの目標 とすることで,最終の

期限だけでなく,そ こに向かつて頑張ろうと思え

る機会でもある。そのため合宿はその当日だけで

なく,それまでの準備期間やその後にも影響する

素晴 らしい機会であると思 う。継続することで来

年メインになる今の三年生も,合宿をひとつの目

標 として頑張ることができ,また同じように英語

教育に携わるもの同士のネ ッ トワークも広が り,

情報が増えた り,仲間が増えていく。その仲間同

士でお互い刺激 し合い, よりよい研究や実践がで
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きるようになると考える。

● まず第一に,研究の中間地点として位置づけ, こ

の合宿を目途に自分の研究を進められるモチベー

ションになること,そ して,第二に普段発表を聞

いてもらえない人たちにより多角的な意見をもら

うことができる。また,他の大学との交流は,静
岡大学に限らず,も つと広い範囲で研究をより発

展させるための大切な活動であると感 じる。伝統

的に続けてい くことで,他大学とのつなが りもよ

り強くな り,連携や協力体制を整えることができ

ると思った。

(5)の 「自分の (希望)進路についての所感」は ,

合同研究会 とは直接の関係を持たない。 しかし学生の

記述からは,研究に関する知識・技法の習得が,単に

卒業論文・修士論文を完成させるためだけにあるので

はなく,教師としての (教科)指導力の形成・深化 と

も繁がつているとい う認識を窺 うことができる。その

意味で本取 り組みは,前年度の成果を維持 し,さ らに

発展させることに成功 したと言えるだろう。

● 自分は静岡県の高校教師を目指 している。教員採

用試験を受けなければならないので,英語教育の

みならず,一般・教職教養や英語の勉強をしてい

かなければならない。もちろん,すべてに対 して

全力で取 り組みたいが,一つに集中しすぎてしま

うと,他がおろそかになる。勉強のバランスを考

えていきたい。

● 私は,今,高校の英語教師を目指 しています。最

近考えていることとして,高校の英語授業の全面

英語化についての方針です。それに伴い,ガ 学ヽ校

や中学校においても,英語で授業の影響が広ま り

つつあ ります。その中で,高校は, どこまでの英

語力を求められている (教師と生徒の両方におい

て)のか常に考えるようになってきました。 日本

に限らず,母国語以外を教えることの意味や意義

を考えていくことは,重要な課題になると思いま

す。生徒に対 して,英語を学ぶ必要性を気づかせ

るにはどうすれば良いのかについても自分の中で

は,課題の一つ となっています。生徒 自身の英語

に対 しての姿勢は様々で,それを一つにまとめる

ことがあまり良い考えではないと考えています。

その上で,生徒が自分から英語学習に身を入れる

ことの出来る環境を整えていくとが,英語,言語

教師の役割だと思つています。

● 合宿を経て,教育を研究するとい うことに非常に

興味を引かれた。 自分が過去に経験 してきた学習

法が具体的な数値になって結果が出た り,未知な

学習法や英語教育の新たなテーマなどを知ること

ができ, 自分でも研究 してみたい と思つた し,

の中ではそれを実践 してみたいとい う気持ちが強

く,英語教育だけでなく,様々な教科に生かして

みたいとい う気持ちから,小学校の先生になりた

いと現在は考えている。

● 正直,いきな り担任になってベテランの先生方 と

同じ立場で仕事をしなければならないとい うこと

を非常に不安に感 じています。今の自分では知識

も経験も技術も足 りないところだ らけですが,子
どもたちにとつて先生はみんな先生であって,新
人もベテランも関係ないので,子 どもたちの貴重

な時間を無駄にしないようにしていかなければな

らないと思っています。不安なことは多いですが ,

自分のや りたい仕事ができる喜びをかみ しめて感

謝を忘れず努力していきたいです。

● 来年から教員になるにあた り,果たして今の自分

の知識は子 どもたちに指導するに当た り十分なも

のなのか,指導技術は身に付いているのか,時間

がたつにつれてだんだん不安に思 う気持ちが大き

くなっている。 しかし,最初からすべてがすべて

出来る訳ではない し,今の自分に満足せずにこれ

からも常に学び続けることが大切なのではないか ,

と思 うので,残 りの学生生活で今不安に思つてい

ることを少 しずつでも取 り除いていきたいと思 う。

● 今回の合宿を通 じて,さ らに学び続ける必要があ

るとい う課題が見つか りました。これか ら中学校

教員として学ぶことが多いと思いますが,今回の

合宿のような英語の教科の研究にもさらに目を通

して,よ りよい授業・指導ができるようにしたい

と思いました。具体的には,子 どもたちに対する

アプローチに関して学びたいと思い,こ どもの注

意・興味を向ける指導や明示的だけでなく暗示的

にも伝えられるような授業づくり等に関して研究

論文や書籍などから学んでいきたいと思います。

● 小学校教員を志望 しているが,効果的な導入は英

語に関わらず,他の教科においても子 どもたちの

学びに大いに役立つ と考えたため,教員になった

際には導入をたださらっと流すのではなく,今回

見せて頂いた模擬授業のように意図の明確な導入

を目指 して教材作 りをしたいと考えた。

● 高校教員を志願 している。おもしろい授業,すご

い授業をするために,今学べることをできる限 り

吸収 して,現場に持ち込みたい。大学だからこそ

学べることが多くあり,今の環境を最大限利用 し,

教員に必要な知識,英語能力,英語に限らないそ

の他知識を身に付けたい。

記述内容の特徴 。変化

亘理研究室の学生の内,昨年度と今年度の合同研究

会に参加 した者は 3名 であり,単純な比較はできない

が,両年度に対する記述の異同を計量的に確認 しておもっといろいろ知 りたい とも思った。 しか し自分

０
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きたい。記述統計は表 1の通 りである。昨年度と比べ
,

平均字数は減少 したが,前節で明らかな通 り内容の質

が下がつた とい うわけではない。昨年度は(5)に つい

て比較的長い記述が与えられていたことがこの差の主

たる要因と考えられる。

表 1記述統計

KH Coldcl(樋 日,2014)を 用いて分析を行つた。

それぞれについて,語の共起関係を出現数 5以上で

集計すると図 11図 2が得 られた (集計単位は段落で ,

描画数は 120)。 円が大きいほど当該の語の出現回数

が多く,線が太いほど語 と語の結びつきが強いことを

示 している。色の違いは共起関係によるクラスターを

示 してお り,2013年度については信州大学の学生の

英語教育に関する研究や発表について自分が感 じたこ

とと,授業でのインプット・アウトプットの指導にら

いての記述を中心に,質問項 目に対応 したクラスター

が形成されている。それに対し 2014年度は,名古屋

大学の院生の影響も加えた同様のクラスターに加え,

合宿を通じてもたらされた視点や考え方,今後教師と

して必要となる知識や姿勢,自 身の課題,不安にかか

わる記述がクラスターを形成 している。注目したいの

は,単純に参加人数が増えて記述量が増えたこと以上

に,ク ラスター内・クラスター間の記述の結びつきが

強まり, より緊密なネットワークを形成 していること

が確認できることである。

次に,2014年 度の記述を,対応分析によつて整理

したのが図 3である。原点から離れれば離れるほど特

徴的な記述であることを示 してお り,円および正方形

の大きさは記述量を示 している。これをみると,ゼ ミ

合宿を通じて英語教育研究 英語指導に関して学んだ

ことを中心近くに置いて,信州大学の学生から学んだ

ことと自身の長所や課題が言わば「切磋琢磨」成分と

して,静岡大学英語科学生にとつての合宿の意味と自

分の進路に対する見解が 「組織的・歴史的展望J成分

として広がっていることがわかる。両成分で学生の記

述を説明する割合は 6239%に とどまるものの,前節

の解釈を裏付けるような形で学生の記述が分布 してい

ることをある程度示せたと言える。
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結語

教師が, 自分の仕事にや りがいを見出し続けること

のできる「反省的実践家」となるには,「自律性」を

持つた判断主体であることが条件 となるだろう。その

ためには,所与の理論を相対化 し,授業の内在的な検

討を表面的なレベルに留まらずに行っていくことが求

められる (二杉,1993)。 それは,個人的理論を公共

理論・他者の個人的理論に絶えずぶつけ,それをわが

もの としてい く作業である (W皿面s,199λ 亘理 ,

2014)。 その意味において,英語教師は多様な研究法

の学習が求められる。彼 らにとつて卒業論文・修士論

文研究は,単なる卒業・修了のための「ハー ドル」に

留まるべきではない。その過程も含めて,教師として

の振る舞いや学習指導を原理的に問い続ける「反省的

実践家」となつていくための手段と視座の獲得に資す

るべきである。

合同研究会はこれで―サイクルが完了となり,来年

再び長野,再来年は再び静岡とい う形で継続的実施が

予定されている。次年度以降は近隣他大学への拡大も

視野に入れ,合宿を経た学生がどの程度実際に教科指

導研究の知識・技法を身につけ, 自身の研究に活かし

たか,そ して教科指導力の形成・深化に繋げ得たかを

継続的に評価 していきたいと考える。
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